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海外で研鑽を積み、権威あるコンクールで優勝したピアニスト

と、国内外で多数の受賞歴を持ち、中川とともに

ショパン国際ピアノコンクールを沸かせた がショパン

のピアノ協奏曲第１番・第２番で競演します。新しくなった

スタインウェイ・ピアノのお披露目の演奏会でもあり注目です。

ニューイヤーコンサートで名高いウィーン・フィルで長年首席チェロ奏者を

つとめる名手 が、チェロの名曲の数々を披露します。

「愛のあいさつ」「夢のあとに」「白鳥」などお馴染みの旋律を、小ホール

の豊かな響きの中でお楽しみください。
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森のホール21チケットセンター　チケット情報（令和８年１月）

♪森のホール21　(大ホール)       ※（　　　　　）内はピノ・メイト会員価格です。★は今月の最新情報です



♪松戸市民会館    

♪森のホール21　(大ホール)       ※（　　　　　）内はピノ・メイト会員価格です。★は今月の最新情報です

♪松戸市民劇場　  

♪森のホール21　(小ホール)
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          Instagram　　   　　  　　　X（旧Twitter）

12月2日、新しいスタインウェイ・ピアノD-274が森のホール21に

やってきました。

開館以来多くのピアニストが演奏してきた「先代」のスタインウェイ・

ピアノに替わり、令和8年3月から大ホールで使用可能となります。

ドイツのハンブルクで製造されたこのフルコンサートピアノ、

職人が細部までこだわった芸術品ともいうべき仕上がりです。

楽器一台で大ホールの聴衆を沸かせることができるピアノは、しばし

ば「楽器の王様」とも呼ばれます。フルオーケストラと肩を並べる「広

い音域」と「音量コントロールの自在さ」に加え、同時に鳴らせる音が

多く（10本の指で同時に10の音を鳴らせるなど）複雑な音楽を一人で

表現でき、ペダルを踏んで豊かな響きを持続できること、そして何より

も楽器として立派であることが、ピアノは「楽器の王様」であると

称される由縁なのでしょう。

さて1853年創立のスタインウェイ社は、早くから革新的な改良を重

ね世界をリードするピアノメーカーとして、現在も他の追随を許さない

地位を保っています。スタインウェイ・ピアノの豊かで輝かしく、力強

い音色をお楽しみください。


